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【発行日】平成20年8月14日(2008.8.14)

【公開番号】特開2007-22929(P2007-22929A)
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【国際特許分類】
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【ＦＩ】
   Ａ６１Ｋ  35/78    　　　Ｃ
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【手続補正書】
【提出日】平成20年6月26日(2008.6.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ブルーベリー葉の加工処理物を有効成分とする、HTLV-1感染細胞又は成人Ｔ細胞白血病
細胞に対する細胞増殖抑制剤。
【請求項２】
　ブルーベリーがラビットアイブルーベリーである請求項１記載の細胞増殖抑制剤。
【請求項３】
　ブルーベリー葉の加工処理物が、ブルーベリー葉の粉砕物、搾汁および溶媒抽出物より
なる群から選択される少なくとも１つである請求項１又は２に記載の細胞増殖抑制剤。
【請求項４】
　請求項１乃至３の何れかに記載する細胞増殖抑制剤を有効成分とする医薬組成物。
【請求項５】
　請求項１乃至３の何れかに記載する細胞増殖抑制剤を有効成分とする、HTLV-1感染細胞
又は成人Ｔ細胞白血病細胞の増殖を抑制するための食品組成物。
【請求項６】
　ブルーベリー葉を－３０～５０℃の範囲内で乾燥する工程と、乾燥物から溶媒抽出する
工程と、溶媒抽出物を配合する工程とを含む、ブルーベリー葉の加工処理方法。
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